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	平成19年に両親の農業を継ぐ形で就農した。�　就農当初から水稲と秋冬野菜（水稲裏作）としてキャベツとはくさいを栽培していたが、平成30年から新たにレタスを導入し、秋冬野菜の面積を増やし、現在ではキャベツ、はくさい、レタスを合わせて3.5ha栽培している。�　国営事業により用水施設が改修され、安定的に用水が得られており、用水利用における安心感につながっている。
	平成21年にもも農家として新規就農した。就農当初は先輩の就農者から営農指導を受けつつ、ももの販売も一緒に行っていた。�　平成26年にクラフトビールの製造会社から、もものビールを作りたいとの話があり、規格外のもも等を供給したことをきっかけにももの加工を始めた。当初は原材料を果実で提供していたが、果汁での供給を求められたため、搾汁事業を立ち上げ、(株)八旗農園を設立(H26.2)し、平成30年にももの生産部門を立ち上げもも栽培を開始している。国営事業により用水施設が改修され、安定的に用水が供給されている。
	平成30年までは家族４人で農業をしていたが、両親が高齢化してきたことから、経営者が１人で農業をしている。�　「ひとり農業」をスローガンにして、できる限り自分のみで農作業を行うため、作業内容の見直しや効率化を図るための新しい農業技術、作業方法を常に模索している。�　水稲の農薬散布にはドローンを導入することにより省力化を図っている。�　国営事業により用水施設が改修され、安定的に用水が供給されている。
	30年ほど前までは水稲中心の営農だったが、水稲からももに、さらに高収益化を目指して施設いちごの栽培を始めた。会社代表社員（以下、代表という）がまだ子供の頃に「いちごが食べたい」と言ったことがきっかけで、栽培してみると収益が良かったことから少しずついちごの栽培面積を増やしてきた。資金調達や販売取引等の面で個人経営より法人経営の方が有利と考え、３年前から「合同会社まる富ファーム」を設立し、法人化している。代表夫婦、代表の両親、パート２名の計６名で運営している。国営事業により用水施設が改修され、安定的に用水が供給されている。



